
イギリス（ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ｳｪｰﾙｽﾞ）における裁判官の人事制度 

 

第１ 任命 

 

１ 給源 

 

 (1) 弁護士制度 

   イギリスの弁護士には，以下の２種類の弁護士が存在する。その養成制度

は，全く別個で，それぞれ独自の自治組織を有し，伝統的に業務内容も区別さ

れている。 

 

 (2) 法曹一元 

   イギリスでは，法曹一元が採用されており，裁判官は，主として一定年数以

上の経験を有する弁護士から選任される。 

 

２ 裁判官の任用制度 

 

 (1) 裁判官の種別 

  ・ 高等法院裁判官以上のランクと巡回裁判官以下のランクの裁判官とでは，

その任用の仕方が基本的に異なる。基本的には，前者については招聘制が，後

者については応募制が採られている。 

  ・ 従前，高等法院裁判官及び巡回裁判官レベルの裁判官には，主としてバ

リスタが，地方判事レベルには主としてソリシ タが任命されてきた。しかし，上級

裁判所における弁論資格を有するソリシタの数が増加するにつれて，巡回裁判

官レベルにもソリシタが進出するようになり， 逆に，県裁判所の役割増大に従

い，地方判事レベルにもバリスタが応募するようになってきている。 

 

 (2) 巡回裁判官以下のランクの裁判官の任用の具体的特徴 

   非常勤裁判官から常勤裁判官への任用の原則化 



 

 (3) 巡回裁判官の任用 

   アシスタント・レコーダー（非常勤）→レコーダー（非常勤）→巡回裁判官（常

勤） 

 

 (4) 地方判事の任用 

   非常勤→常勤 

 

 ※  ２０００年４月１２日，大法官は，アシスタント・レコーダーとレコーダーの区

別をなくし，刑事法院又は県裁判所における弁論資格を１０年以上有した弁護 

士から，直接レコーダーに任命することにした。これに伴って，それまでのアシス

タント・レコーダーには，レコーダーの資格が与えられた。 

   併せて，大法官は，レコーダーを含む非常勤裁判官の新しい任期と条件を

定めた。その内容は，任期は少なくとも５年とすること，限定的に明示された理



由がない場合には通常自動的に再任されること，限定的に明示された理由があ

る場合にのみ罷免されることなどである。 

 

３ 巡回裁判官までの任命手続 

 
第２ 昇進・異動・報酬 

 ・ 特定の裁判所の裁判官として任命されるというシステムであり，昇進・異動

はない。上位の裁判官ポストには，新たな任命手続を経て，就任することになる。 

 ・ 一官一俸給制のため，昇給制度はない。 

 

 

第３ 勤務評価 

 ・ 裁判官の任命手続の過程で，裁判官の任用手続を行う大法官府が，候補

者を知る裁判官や弁護士に，当該候補者の適性について照会するなどして，弁

護士時代からの情報を収集している。 

 ・ また，非常勤裁判官として勤務する期間について，常勤裁判官に求められ

る能力・適性を見ている。近年，非常勤地方判事について，自己評価システムが



採用されているようであり，また，一部の地域では，一般的な評価システムが導

入されている模様である。 
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